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支
那
の
石
炭
鏡
菓
軽
費
に
つ
い
て

7L

tL.i

菊

田

太

那

大
寓
語
激
辛
が
長
期
巌

･
建
設
膿
の
色
彩
社
旗
夢
に
し
っ
1
あ
if義

春
..
藍
か
..
凍

菜
食
紫
蘭
Tu
[髄
を
迅
r･p
る
讃
黙
許
編
成
の
計

葦

･
推
進
が
要
望
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
現
在
､
支
那
の
鋳
巣
開
蟹
に
つ
い
て
も
'
従
葬
と
は
若
干
異
な
る
角
変
か
ら
批
判
す
る
こ
と
が
出

来
'
遠
雷
且
つ
必
要
な
る
開
敦
方
針
如
何
､
重
鮎
的
開
聾
を
行
ふ
べ
き
錦
山
如
何
､
従
来
の
経
営
方
津
中
､
括
用

･
湯
葉

･
再
検
討

す
べ
き
も
の
各
如
何
と
,1M

や
う
卑

語
種
の
問
題
を
提
起
し
得
や
う
｡
,J
か
も
'
こ
れ
ら
の
批
判
･
考
究
が
虞
に
建
設
.E
た
る
が

た
め
の
1
要
件
は
'
餐
纏

･
経
営
に
関
す
る
具
鰹
的
な
知
識
で
あ
る
｡

経
営
に
関
す
る
知
識
は
､
資
源
に
関
す
る
そ
れ
に
劣
ら
な
い
重
要
性
を
持
つ
｡
蓋
し
'
賓
源
が
開
饗

･
利
用
の
可
能
性
あ
っ
て
始

め
て
意
義
を
持
ち
'
従
っ
て
'
経
済
的
有
利
性
を
按
き
に
し
て
は
考
へ
得
ら
れ
な
い
こ
と
.
現
在
並
に
帯
革
の
東
正
共
柴
田
に
封
す

ざ
る
や
否
や
に
係
る
と
と
'
硯
在
著
し
く
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
賓
材

･
努
力
の
通
常
な
割
首
の
困
難
さ
等
'
何
れ
も
頼
著
な
毒
草
だ
か

支
潮
の
石
炭
頗
業
経
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に
つ
い
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し
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も
'
こ
の
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賓
は
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明
瞭
に
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解
さ
れ
ず
'

l
般
に
館
業
が
自
然
の
偶
然
及
び
景
気
の
壁
動
に
影
響
さ
れ
る
こ

と
強
く

投
機
的
色
彩
磯
-
.
客
観
的
な
観
察
が
困
難
な
上
に
'
支
部
に
於
い
て
は

国
表

･
締
解
が
甚
だ
不
安
定
な
こ
と
･
記
録

襲
表
さ
れ
る
事
菅
が
少
数

･
不
正
確
且
つ
断
片
的
な
こ
と
､
不
合
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或
は
葱
表
不
能
の
関
係
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の
叙
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繰
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概
括
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あ
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憾
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と
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庶
ら
ぼ
'
こ
の
面
に
関
す
る
有
用
な
記
録
は
'
他
に
存
在
し
な
い
か
と
尋
ね
る
町
'
支
那
地
質
調
査
所
の
諸
報
せ
'
就
中
･
第

l

攻
乃
至
第
五
攻
中
国
鏡
業
紀
要
に
纏
め
ら
れ
た
支
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各
種
錦
業

1
般
及
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各
経
営
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関
す
る
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が
あ
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述
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最
も
優
秀
な
成
績
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げ
た
部
門
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さ
れ
'
ま
た
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雷
初
か
ら
軽
稗
関
係
を
重
要
視
し
た
だ
け
に
､
最
も
詳
細
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額
に
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す
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資
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し
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概
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世
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石
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錦
芙
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達
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封
す
る
杜
倉
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的
傑
件
､

特
に
'
需
要
量
'
控
溶
蓉
達
の
程
度
'
外
国
の
影
響
の
考

及
び
二
父
通
機
関

と
の
閲
聯

に
基
-
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
｡

支
那
の
石
炭
鱗
業
常
皆
に
つ
い
て

第

二
着

八
九
1

第
E
t戟

1
二
七



l

支
部
の
石
炭
感
覚
経
営
に
つ
い
て

≡

需

要

の

分

布

第
二
審

八
九
二

第
四
戟

1
二
八
L

支
那
の
石
米
消
費
量
に
占
め
る
各
用
途
の
比
重
は
'
左
表
の
如
く
で
あ
っ
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通
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庭
燃
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し

て
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て
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那
に
於

け

る
石
炭

の
用
途
別
滑
糞
畳

滑
費
量

(千
噸
)

比
率
蒜
)

内

謬

三
六
重

要

港

市

そ

の

他

三
'
瓦
へ)
〇

七
'0
0
0

炭
坑

自

家

油

菜

l､1
三
〇

製

錬

業

二
六
五
｡

地

金

屠

製

鉄

五
〇

製
盟

･
石
油
精
製
等

7
五

〇

計

〇 一 一

九 一 七
四 〇 五
五 〇 (〕

〇
〇 五 八

〇 四 四

.
従
っ
て
.
支
部
を
大
憾
大
行
山
脈
東
麓
よ
り
贋
州
潜
に
至
る

1
線
に
よ
っ
て
東
西
に
二
分
観
察
す
る
な
ら
ば
'
石
茨
需
要
は
､
人

口
･
港
市
多
く
､
工
業

･
交
通
聾
達
せ
る
東
支
那
に
著
し
く
集
中
し
て
ゐ
る
｡

′ 8) 第五攻紀要,一一一東以下｡
9) 内,土韓製錬用二〇〇,○○〔)噸.



第

四

表

地

域

河
北
･
山
東
･
山
西
･
河
南

江
東
･
安
放
･
江
西
･
湖
北
I

欄
南

新

江
･
一指

建
･
磨

束
†

寮
暗
爾
･
超
遠
･
隣
国
･
甘

覇
･
新
蛮
･
寧
夏

四
川
･
雲
南
･
貴
州
･
摩
西

支
那
に
於
げ

る
石
炭
の
産
出
･
滑
費
の
地
域
的
封
町

産

出

一
四
二
九
二

三

四
七
二

五
四
六

六
八
〇

九

二

治

安

九
三
一七
七

七
'四
五
七

一
二

六
五

五
八
七

九
六
二

(属
国
二
二
年

単
位

一
､〇
〇
〇
噸
)

差

(
+
)
四
'
八

一
五

(
こ

四
､九
八
五

(
こ

大
1
九

(

十

)

九
三

(

I

)

五
1

か
や
う
に
東
支
部
に
需
要
が
集
中
し
て
ゐ
る
も
の
の
'
北
支
那
は
資
源
豊
か
に
'
大
小
無
数
の
泉
坑
が
あ
っ
て
産
額
多
く

供
給

が
遥
か
に
謂
禁
教
弛
過
し
て
ゐ
品
に
糾
し
.
中
部

小
南
部
.
特
に
.
上
海

"
武
雄
な
ど
の
大
郡
iE
小
工
業
地
域
を
桃
す
る
湯
千
･td
中

下
流
流
域
'
及
び
'
磨
東
に
於
い
て
は
'
供
給
が
著
し
′＼
不
足

す
る
｡
従
っ
て
'
第

1
に
､
上
捧

･
武
漢

･
席
末
'
就
中
'
上
張
が

支
那
諸
表
坑
の
棲
準
的
な
市
場
を
な
し
'
こ
1
に
至
る
距
離
遠
く
'
蓮
迭
費
を
多
-
負
椿
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
漠
坑
は
'
よ
ほ
ど
生
産
傭

件
が
有
利
で
'
原
債
が
低
廉
で
な
け
れ
ば
'
供
給
す
る
を
得
ず
'
反
射
に
'
近
接
地
の
衆
坑
は
'
生
産
懐
件
惑
-
原
債
が
高
く
と
も

よ
く
操
行
せ
ら
れ
'
第
二
に
'
案
支
部
北
瓢
の
過
剰
と
中
郎

･
南
部
の
不
足
と
が
組
合
さ
れ
ゝ
ぼ
'
略
々
均
衡
が
菅
現
し
得
る
簿
で

あ
っ
た
け
れ
ど
も
'
供
給
或
は
需
要
さ
れ
る
石
茨
の
種
類
よ
-
も
寧
ろ
運
賃
負
槍
の
関
係
上
'

北
支
衆
の
輸
出
と
外
国
米
の
中
甫
支

輸
入
と
が
相
嘗
畳
に
達
し
た
｡
こ
れ
ら
の
等
茸
は
'
石
未
供
給
に
於
け
る
遥
遠
関
係
考
森
の
必
要
を
充
分
認
識
せ
し
め
る
も
の
で
あ

る
｡

第五衣紀要,一一五頁以下.10)
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輝
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四
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支
那
の
石
炭
東
栄
澄
皆
に
つ
い
て

昇
二
者

八
九
四

第
四
既

f
三
〇

E
Z

支
部
石
浜
錬
兼
と
遅
達
薄
情

石
衆
は
重
畳

･
容
積
に
此
し
て
慣
格
の
低
廉
な
生
産
物
で
あ
る
か
ら
'
如
何
に
豊
儀
便
利
な
資
源
が
あ
つ
て
も
'
遠
隔
の
地
鮎
か

ら
は
供
給
し
得
な
い
の
で
あ
る
が
ー
支
那
に
於
JL
て
は
､
資
源
と
需
要
雌
と
の
距
離
並
に
密
通
の
沫
漁
連
及
び
障
背
に
よ
っ
r
F
速

1.1一.I]
.L
^
A
A
I
)7J
〉
一-
土こ
二三uTrt'◆▲
ヽ
'.LL
]hl,
ノヽ
/_
一rlL
.,,.]lヽ
_
ヽ
]MJチ
IEi
,
llq一l]J
h

′
l
■
ノヽ
^
ノヽ
JLJヽ

一hl]T1一丁lL.h1.1JL
LJ
J〃nl
｣

社
に
封
す
る
進
法
関
係
に
基
-
こ
と
多
-

.
催
件
の
劣
る
中
清
文
の
諸
米
蔵
が
出
来

し
た

の
も
同
山事

情
を

基
礎
と

す

る

と

見

ら

れ

る
｡支

部
石
漠
錬
巣
に
封
す
る
遅
速
事
情
の
影
響
を
見
る
に
､
先
づ
､
石
未
鏡
業
が
交
通
の
障
程
に
よ
っ
て
殆
ん
ど
損
業
不
能
に
陥
る

場
合
が
あ
っ
た
C
例
へ
ば
.
井
陸

･
臨
城
雨
衆
坑
に
圃
す
る
記
述
に
云
七

r
井
隈
は
河
北
･山
西
を
草
す
る
峻
隆
'
正
太
線
の
要
衝

に
嘗
少
､
民
国
十
三
年
以
後
､
敏
幸
に
よ
-
畳
J(
放
棄
不
能
に
陥
っ
た
｡
中
で
も
'
民
圃

1
六
-
1
七
年
の
間
は
､
教
ヶ
月
間
全
然

販
貴
な
く

職
員

.
工
人
二
首
飴
名
は
'
山
西
省

政
府
か
ら
月
三
1
E
I元
の
補
助
を
得
て
辛
う
じ
て
生
活
し
'
錬
山
の
鉄
損
総
額
は

二
〇
除
草
冗
に
透
し
た
.
そ
れ
で
も
'
十
六
年
に
は
'
屈
域
は
狭
い
な
が
ら
も
'
辛
う
じ
て
彰
徳
ま
で
販
薫
し
得
た
が
'
十
七
年
始

め
は
陣
地
と
な
-
､′
次
い
で
戟
尊
が
絶

っ

て
も
'
革
師
快
芝
が
甚
し
-
､
販
責
は
杜
絶
或
恨
激
減
L
t
十
八
年
八
-
九
月
に
於
い
て

さ
へ
充
分
に
回
復
し
な
か
つ
た
.
｣
臨
城
で
は
､
｢
民
国

1
五
年
以
後
は
'
運
輸
困
難
で
.
石
表
は
道
銀
す
る
を
得
ず
'
必
要
資
材
亦

搬
入
し
得
な
か
っ

た
｡
｣

そ
れ
に
反
し
､
交
通
の
校
閲

･
設
備
を
自
ら
所
有
し
道
営
す
る
開
軽
米
坑
は
甚
だ
有
利
で
あ
っ
た
｡
｢
開
操
米
の
大
部
分
は

秦
皇

ll) 第三.爽紀要,四,三四頁｡



島
か
ら
日
本

･
揚
子
江
中
下
流

･
庚
東

･
別
所
等

へ
輸
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
'
唐
山

･
素
量
島
問
の
京
車
線
は
'
民
国
十
五
年
複一

線
に
改
築
さ
れ
た
許
り
で
な
く
､
衆
坑
白
身
が
多
数
の
磯
師
事

･
貨
車
払
所
有
す
る
た
め
に
'
運
輸
に
甚
だ
好
都
合
で
'
十
七
年
わ

蓬
斡
畳
の
七
<
%
は
自
己
遅
速
に
よ
っ
た
J
そ
の
結
果
ー
運
輸
の
困
難
か
ら
近
年
操
業
ik
.中
止
し
た
漠
坑
が
少
-
な
い
中
に
'
開
軽

米
の
産
出

･
版
責
は
却
っ

て
増
加
し
た
.
更
に
'
素
量
島
を
始
め
'
天
津

･
上
拡

･
肘
頭
等
に
自
ら
碍
覇
を
所
有
し
て
ゐ
る
の
で
'

e7

蓮
送
に
些
か
の
障
害
も
な
く
'
営
業
順
調
で
あ
っ
&
.D
｣

次
に
､
主
要
米
坑
定
款
の
監
騨
原
傭
､.
遊
遥
寮
費
櫓
を
相
互
に
'
ま
た
p
市
債
JJ
劉
照
す
る
に
F
攻

案
を
得
る
.
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この表を見て注意を惹-のは.米債に於いて蓮迭費の占める比率の如何にも大きいこと.長興茨･開港衆の如く水道を専ら或は多く利鞘し得る土地が甚だ有利で'長距離の陸上軒遠を要する立地はF大同の如-優秀な候件を具ふる場合にのみ辛うじて引合ふこと'長興漠の如く運賃負櫓に於いて涼まれてゐても'山元原債の高い場
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進法費の差異は'市場叉は杜撰に要る巷間距離或は河川･退河･撒潜なLU自然催件の差異と必すLも伴はすF

秀一に'交通機関の存否'その賃率に規定される｡

支部に於いてF上海･呉糖間に次いで先づ建設された裁道は'閉経茨搬出を目的とするもので'これが襲展して京車線となったのである｡｢開平表境はl八八〇年唐山から晋各証に亨Q属耳鏡道建設の許可を得'翌年之を完成し'攻年には蒸汽機関車によることに改めた二八八五年には璽ロまで延長することを許可され､伍廷芳を経理とする開平鉄路公司がこれに普-'八七年改組されて中国織路公司とな-'翌秋には天津に到達Lj;後更に北軍山海開･奉天まで延長された｡石太.迂清･林禅の諸株は石栄達撚のみむ目的としたと云ふことが出奔･
京漠･津浦･山東の諸繰建設にも'この目的が極めて重要な地位を占めたO躍って､玲迭貨物中で石衆の占める此率は'石太親等が八四-八九%'京償･京山繭練が五〇%以上'支那餓道杢億として四七〆QtJJ云ほれたIo経つ

嘘城･井隈も大同小異.,
TsenChung-Min(
曾仲鳴);Railways(The.ChineseYearBook,
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西村氏許
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て
'
政
道
の
便
宜
を
有
し
な
い
衆
坑
の
立
場
は
頗
る
惨
め
で
'
門
帝
藩
の
中
興
衆
坑
は
大
草
又
は
騎
既
で
翰
迭
す
る
た
め
.
そ
の
噸

瞥
･sL
遥
賃
の
負
椿
が
'
門
頭
溝
革
端
ま
で

T
O
支
里
で
'

1
･
二
･I
l･八
元
t
､北
京
ま
で
怒
ら
ば
五
-
五
･
八
元
を
要
し
'
大
同
の

利

賀
恒
茨
坑
で
は
'
山
元

原
償

一
二

元
に
封
し
'
口
兵
ま
で
の
道
柴
に

T

T
元
を
要
し
た

S

攻
に
'
各
錬
道
の
賃

率
は
極
め
て
屈
々
で
あ
っ
て
'
基
準
,W
軍

距
離

･
取
扱
に
rLi
る
壊
滅
が
具
る
外
'
各
茨
坑
に
封
す
る
特
約

運
賃
･
特
別
割
戻
し
が
あ
っ
た
｡
併
し
'
各
衆
坑
の
亀
捧
し
た
噸
粁
常
り
遥
賃
を
見
る
に
､
左
の
如
-
で
あ
っ
て
.
距
離
の
短
い
藻

琴

"
正
太

.
門
所
溝
の
諸
線
を
除
け
ば
.

1
般
に
､
克
漢
練
が
高
く
､
津
浦

り
屡
潮
朋
湖
が
低
艇
で
あ
っ
花

｡

籍

大

東

炭

或

別

･
鍛

道別
に

見

た

賃

率
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支
那
の
石
炭
覇
業
経
哲
に
つ
い
て

算

二
番

八
九
八

第
四
就
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三
四

外
の
茨
坑

･
織
道
の
貿
率
を
見
る
に
'
魯
大
衆
､
豚
済
線

(洪
山
-
青
島
喝
頭
)t

c
･
0
〇
六

一
〇
元
'
博
山
茨
'
同

(博
山
1
青

島
鳩
頭
)
〇
･
〇
〇
五
八
六
元
'
中
,IEE
衆
'
道
清
線

(李
河
-

這
口
嘱
望

'

〇
･
〇
1
五
七
五
元
で
あ
っ
た
｡

賃
率
に
於
い
て
'

有
力
な
共
坑
は
著
し
い
便
宜
ik
l輿
へ
ら
れ
た
.
｢
津
浦
線
で
は
'

石
米
は
貨
物
等
級
に
於
い
て
六
等
､
そ
の
賃

率
は
噸
粁
昔
り

〇
･
〇
1
七
二
-
〇
･
〇
〇
八
六
五
元
で
あ
っ
た
が
､
四
〇
〇
粁
以
上
で
あ
れ
ば

1
事
故
は
五
割
'
列
車
扱
は
六
割
を

ヽ
減
じ
'
滴
口
或
は
天
津
に
出
す
場
合
に
は
'
更
に

1
割
を
滅
す
る
特
債
の
制
度
が
あ
っ
て
'
華
某

･
大
通

･
准
甫

･
烈
山

.
中
指
の

諸
坑
は
こ
れ
に
よ
-
.
中
興
公
司
の
如
き
は
'
喜
債
と
稗
し
て
'
某
荘
-
天
津
間

l
車
扱
で
撃

二
･
1
元
'
菜
荘
1
浦
口
聞
二
･
二
元

を
支
耕
ふ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
｡
開
軽
米
に
封
す
る
京
山
練
の
尊
債
も
､
天
津
根
端
よ
旦

二
〇
-
八
〇
粁
は
噸
粁
昔
-
〇
･
〇
〇
八
七

那

五
九
.
八
〇
-
二
四
〇
粁
は
〇
･
〇
〇
八
〇
七

l
'

二
四
〇
粁
以
上
は
○
.
〇
〇
七
二
l<

1
元
で
｣
､
他
衆
坑
の
産
衆
に
封
す
る
賃
率

と
は
相
昔
の
開
き
が
あ
っ
た
O
そ
の
外
'
開
発
東
端
が
機
関
車

･
貸
辛

の
所
有
に
よ
り
少
か
ら
ざ
る
利
便
皇
早
受
し
た
こ
と
は
'
既

第五次紀要,九五頁｡22)



に
述
べ
た
通
-
で
あ
る
｡

更
に
､
雑
費
が
表
坑
に
よ
っ
て
か
な
-
著
し
-
潤
蓮
し
て
ゐ
る
が
､
そ
の
内
重
要
な
の
は
'
積
替

･
取
卸
等
の
費
用
よ
り
は
'
寧

ろ
硯
指
で
あ
っ
て
'
平
定
保
管
衆
坑
で
は
遥
遠
費
用
中
の
二
〇
-
二
八
%

に
達
す
る
硯
絹
を
負
槍
す
る
に
封
し
'
関
軽
米
坑
の
如
き

は
殆
ん
ど
全
然
負
櫓
し
な
か
つ
た
o

♪

第

七

衷

平
定
保
管
公
司
の
違
迭
費
用
内

諾

(

二
〇
噸

1
喜

軍
使

元
.)

(民
博

二
八
年
九
月
調
査
)

石

大

府

(
陽

泉

･-
石
衣
荘
)

公 煉 取 横 地 統 公 兵 議 連

計 欺 卸 込 方 行 差 終

局 消 費 費 靖 硯 摘 揖 拐 貸

.Jr

Tj
m.

ユハ
六
･
五

7
五
二

三
五

二
･〇

T

〇
五
二
一

T
O

T
五

二
五

二
･
五

H
fj

〇
･
五

九
六
･
八
五

公 硬 印 顔 保 行 軍 連

夏

↓1.

､
1

計 歎 込 花 票 大 事

局 費 根 菜 指 指 摘

二
･
二

〇
･
六

〇
･
二

二
･三〇･五

1
〇
八
･七
九

(
七
〇
二
二
九
)

第三衣紀要,五五靖O23)

要
す
る
に
'
蓮
迭
関
係
に
於
い
て
'
運
賃

･
雑
費
の
何
れ
よ
り
見
て
も
'
需
要
地

･
港
輝
に
近
く
二
父
逸
機
閲
に
恵
ま
れ
た
某
支

支
那
の
石
炭
額
業
贋
皆
に
つ
い
て

第

二
審

八
九
九

第

四
戟

二
二
五



支
那
の
石
炭
車
業
経
営
に
つ
い
て

第
二
審

九
〇
〇

第
E
r放

こ

こ

大

都
の
諸
表
坑
が
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
は
.
明
瞭
で
ぁ
る
が
'
そ
の
少
か
ら
ざ
る
部
分
は

衆
坑
自
身
の
勢
力
に
負
ふ
も

の

で
あ
っ
て
'

東
支
部
に
あ
つ
て
も
勢
力
薄
弟
な
諸
坑
は
意
淳
に
俗
せ
ず
'
奥
地
に
あ
っ
て
も
'
大
同
親
杭
の
如
き
.は
'
特
別
賃
率
に
よ
っ
て
造
賃

負
槍
を
著
し
-
軽
減
し
得
た
〇

五

支
那
敦
坑
の
.歴
督
獣
態

安
剃
易
功
の
経
常
状
況
rLF
.
所
謂
土
港
洋
館
と

新
式
柾
於
と

忙
よ
っ
.て
潜
し
′＼
興
る
n

士
汝
粧
皆
で
は
'
地
表
か
ら
最
短
距
離
で
着
炭

す
る
急
傾
斜
の
小
斜
坑
む
穿
ち
'
通
風
は
自
然
通
風
に
任
せ
'
潮
水
は
牛
皮
袋
或

は
幼
稚
な
御
節
に
よ
-
'
蓮
衆
は
柳
藍
に
入
れ
櫓
出
す
か
用
上
げ
､
動
力
は
勿
論
富
力
す
ら
利
用
す
る
こ
と
が
少
い
｡
そ
の
結
果
'

費
用
は
低
廉
で
あ
る
が
､
Fnl未

･
出
入
に
長
時
間
を
撃
し
'
二
四
時
間
交
代
制
を
探
る
場
合
多
-
'
殊
に
排
水
が
困
難
で
'
坑
道
の

㌔

深
さ
は
五
〇
1
六

〇
丈
を
限
定
と
し
.
そ
れ
も
地
下
水
の
惨
い
夏
季
は
稼
行
監
中
止
し
'
堂
た
､
地
下
水
に
よ
っ
て
櫛
行
不
能
に
な

抑

れ
ぼ
.
直
ち
に
放
棄
し
て
他
の
地
鮎
に
移
る

`

門
覇
湊
に
は
'
英
重
合
雛
の
門
頭
溝
妹
錦
公
司
'
中
興
漠
坑
の
外
に
t

l
三
〇
飴
の

土
津
小
泉
坑
が
あ
つ
た
が
'
門
額
溝
公
司
が
韓
柴
を
中
止
し
た
際
に
は
'
湧
水
を
虚
置
す
る
を
得
ず
'
出
衆
額
が
甚
し
-
減
じ
た
と

云
は
れ
る
o
ま
た
'
こ
れ
ら
士
津
経
営
の
小
坑
及
び
寝
坑
中
の
地
下
水
は
､
蹄
城
錆
務
局
に
つ
い
て
戟
昔
せ
ら
れ
た
や
う
に
'
轟
々
･

･cI

大
衆
坑
の
湧
水
を
過
大
な
ら
し
め
'
災
害
の
原
因
と
な
る
場
合
も
珍
し
-
は
な
か
つ
た
｡

攻
に
新
式
経
営
と
稗
せ
ら
れ
る
も
の
に
於
い
て
も
､
能
率
及
び
生
産
費
は
極
め
て
屡
々
で
あ
っ
て
'
攻
の
如
き
数
値
が
示
さ
れ
て

ゐ
る
｡

24) 第二次 紀要,二四貢｡
2.F') 第三次 紀要,四〇頁｡
26) 弟三女 紀要,三五頁｡



第

八

衰

支
那
主
要
炭
坑
の
.産
額

･
労
働
巻
数

こ
T
均
労
賃
及
び

1
人
嘗
･cl出
炭
額

支
部
の
石
炭
額
菓
輝
皆
に
つ
い
て

要

義

九

〇.
一

第
四
新

二

二
七



支
那
の
石
炭
額
業
経
営
に
つ
い
て

炭

坑

開

漕

伯

立

｣

＼

可

性称

l

/

､7,

､IT

井

問

平
定

･
保
晋

晋

北

中

柑

惟

南

大

通

烈

山

華

東

中

興

富

源

柳

江

第

九

表

出

山伏
額

.
坑
場
庶
慣

(千
噸
)

第
二
苛

九
〇

二

第
円
弧

f
三
八

支
那
主
要

炭
坑
L3
出
炭
額
と
生
産
費

(
畷
せ
灯
り

元

)

四
'
宝

五
二
完

.
叩
二

言
zi
]
71

整
1n

lL
〓

lr

rh
i
n
/

ユハ望
B
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五
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ト
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JJ
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J
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宍
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･
六
九
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･
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1

E
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〓
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三
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〇
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壮
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長

興

1.]ハT
E

二

･宍

B
T

一
九
四

二

二

八二
六

二
二

五
里
穂
に
於
け
る
腐
骨

右
の
数
値
か
ら
最
も
明
瞭
に
看
戟
さ
れ
る
の
は
'
採
表
夫
及
び
奄
労
働
者

1
人
雷
り
の
出
重
商
が
極
め
て
低
い
こ
と
'
北
麦
の
茨

坑
が
原
慣
低
廉
な
る
こ
と
.
大
衆
坑
ば
r.
努
働
者

1
人
昔
-
の
出
衆
量
は
多
い
が
'
涙
骨
に
於
い
て
小
犬
坑
に
此
し
必
す
L
も
低
廉

で
は
Jは
tS
JJ
と
で
あ
る
が
'
こ
れ
を
説
明
す
る
も
の
は
､
攻
の
諸
事
葦
で
あ
る
.

即

ち

､
蒐
づ
第

一
に
､
支
那
L,'JJ
は
'
大
柴
坑
で
あ
つ
て
も
'
態
LLE
化
殊
に
坑
内
作
業
の
そ
.E
は
p
あ
ま
り
行
は
れ
U
濡
ら
し..i
'
殆

ん
ど
専
ら
労
働
の
み
に
よ
る
が
な
め
に
'
解
働
華
や
の
向
上
に
よ
っ
て
も
･
膚

櫛

の

T

加

､
Lmj
偶

の

隼

堅

.放

'L3･
莞

蒜

引
上
教

柑
皆
に
行
･
5
稗
べ
し
-
■し
て
'
攻
の
如
-
諭
ぜ
ら
か
た
二

.勢
働
讃

叫
人
漂
-

の

出

塑

筒

を

決
す

る
≡
巧
自

即

ち

'
椋
行
計
量
･
概

械
設
備
及
び
努
働
者
の
能
率
の
内
､
最
も
重
要
硯
す
べ
き
は
努
働
者
の
能
率
で
あ
る
｡
詳
言
す
れ
ば
'
支
部
の
大
衆
坑
に
は
若
干
の

機
械
が
用
払
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
は
云
ふ
も
の
の
'
大
部
分
の
作
業
は
人
力
に
よ
っ
て
行
は
れ
'
殊
に
坑
内
作
集
を
然
り
と
す
る
.

こ
の
状
況
の
下
に
於
い
て
'
労
働
者

1
人
嘗
り
の
出
衆
量
を
欧
米
の
水
準
ま
で
高
め
る
必
要
は
な
い
が
､
井
a
T
･
開
襟
の
水
準
に
達

せ
し
め
る
ご
と
は
基
想
で
な
-
.
借
に
現
在
の
,Hl要
表
現
の
努
働
者

1
人
首
り
概
算
平
均
出
漠
畳

0
･四
噸
を

〇
二
ハ
噸
に
高
め
得
る

と
す
れ
ば
､
支
那
仝
髄
の
出
塁
局
は
約
五
割
を
増
し
'
原
債
は
三
分
の

I
を
減
じ
'
内
若
干
を
弊
働
者
に
増
給
し
､

高
能
率
賛
硯
の

手
段
と
な
し
得
る
計
算
で
あ
る
o
JJ
れ
を
賓
例
に
徴
す
る
に
'
中
.1ge
公
司
は
'
民
国
二
三
年
に
'
坑
内
努
働
者

一
人
嘗
わ
の
出
塁

向

む

〇
･
五
噸

(七
月
)
か
ら
〇
･六
九
噸
(+
二
月
)
に
高
め
¶
こ
れ
を
王
国
と
し
て
平
均
常
備
噸
二
･
八
二
五
元
を

1
･七
K
元
に
低
下
せ

第三次紀要,=五八/九頁,弟匹次紀要.八 ｣,31,第五次紀要,一〇五/大東｡28)

し
め
た

.
｣

支
郷
の
石
炭
頚
業
経
皆
に
つ
い
て

第
二
審

九

〇

三

第
四
班

7
三
九



支
那
の
石
炭
贋
策
籍
皆
に
つ
い
て

第
二

審

九
r
)E
l

第
四
既

1
四

〇

か
や
う
に
主
と
し
て
努
働
カ
に
依
存
す
る
か
ら
'
第
二
に
､
弊
働
堅
牢
の
高
下
'

及
び
'
原
債
の
多
少
は
主
と
し

て
自
然
保
件
に

ょ
っ
て
定
ま
る
｡
従
っ
て
'
断
謄
少
-
､
綜
行
し
得
る
米
原
の
多
く
且
つ
厚
い
北
安
は
'
こ
れ
に
伴
ふ
大
経
営
の
顎
達
と
相
供

つ
て

努
働
者

1
人
普
-
出
塁
最
多
-
､
原
債
が
低
廉
で
あ
-
､
揚
子
江
中
下
統
語
坑
の
状
況
は
AJ
れ
に
反
し

従
っ
て
'
特
殊
な
衆
坑
を

除
外
す
れ
ば
'
頓
首
-
原
偶
に
攻
の
地
域
的
尾
別
を
認
め
得
る
｡
｢
山
西
･
河
北
･
河
南
の
+
/淡
坑
の
咽
常
-
原
傍
は
二
元
僚
-
四
元

飴

で

p

四
･
三
元
以
上
は
株
で
あ
る
に
射
し
､

山
貰
及
び
江
蘇

･
貸
椴
の
北
部
は
LEjTI
六
元
'
揚
子
,LJJ
沿
岸
の
諸
坑
の
原
慣
嘆
息
1

..53

]
l.二
itL[[r'Tm〃
L

八
元
に
達
す

る

｡

し

か
や
う
な
白
ILJlm
僚
件
の
旨
に
よ
る
原
慨
の
｣凧
低
は
.

服
に
述
べ
た
1.7去
,7:
封
に
至
る
媒
質
の
敢
梯
･1
反
射
の
仰

向
計
示

し
'
そ
の
結
果
.
抜
千
江
中
下
流
は
'
道
袋
の
保
護
作
用
あ
る
に
拘
ら
ず
､
自
烈
備
件
が
不
良
な
た
め
に
､
自
給
す
る
を
得

ず
'
北
支
衆

･
外
囲
葬
の
市
場
と
な
-
'
山
西
か
ら
陳
西
に
亘
る
大
泉
田
は
'
原
債
は
極
め
て
低
廉
た
り
得
る
等
で
あ
る
が
'
市
場

に
至
る
距
離
飴
り
忙
遠
く
､
這
質
草
槍
過
大
な
る
が
た
め
I
現
在
ま
で
大
同
の
外
殆
ん
ど
開
驚
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
｡

同
じ
く
支
那
の
石
衆
錦
発
が
大
小
英
に
主
と
し
て
努
働
に
億
存
す
る
結
果
､
大
経
営
は
'
先
登
に
採
掘
し
栂
輯
的
に
供
給
L
t
社

倉
経
済
的
に
は
明
既
に
有
利
で
あ
る
が
..

環
算
関
係
に
於
い
て
は
､
湧
水
の
少
い
期
間
に
有
利
な
部
分
の
み
を
穣
行
L
r
他
を
顧
み

な
い
土
法
粒
皆
に
比
較
し
て
'
必
す
L
も
有
利
と
は
限
ら
な
い
｡
そ
の
結
果

｢
支
部
の
硯
秋
の
下
に
於
い
て
は
'
坑
道
の
掘
進
は
未

だ
探
連
な
ら
ず
'
坑
内
の
抹
掬
に
も
囲
雛
な
低
所
を
避
け
有
利
な
部
分
に
集
中
し
得
る
可
能
性
が
多
い
か
ら
'
遁
首
た
採
掘
計
量
の

樹
立
に
よ
っ
て
'
労
働
節
季
の
向
上
と
原
償
低
減
と
を
圏
ら
ね
ぽ
'
新
式
綿
実
が
却
っ
て
土
法
経
営
に
負
け
る
こ
と
に
な
ら
う
｣
と

云
は
れ
る
ボ

努
働
力
が
'
か
や
う
竺
旦
+
(な
意
義
を
持
つ
結
果
は
'
更
に
努
働
組
織
及
び
努
働
者
を
引
止
め
.
そ
の
能
率
互
長
め
し
め
る
方
汝

29) 第五攻紀要,六九/七〇頁｡
30) 弟町次紀要,八一頁D



t

わ

が
重
要
な
問
題
よ
を

'1
0
筈
働
組
織
は
纏
め
て
慣
々
で
あ
る
が
t
i(
別
す
れ
ば
'
包
エ
宗

吾

⊥
壷

工
孟

撃
置
傭
)
と
に
な
る
.

探
表
作
美
以
外
は
'
偲
命
担
璽
局
綿
剤
を
探
る
場
合
が
多
い
と
は
云
へ
､
原
則
と
し
て
直
接
雇
傭
に
よ
る
に
対
し
､
抹
漠
作
糞
は

包
工
制
に
よ
る
こ
と
が
多
い
｡

包
工
の
方
法
は
更
に
若
干
の
硬
R
Jに
分

れ
る
)
そ
の

一
は
大
包
工
で
'
包
工
房
が
若
干
資
本
を
以
っ
て
組
織
し
た
公
司
の
性
質
を

持
ち
'
若
干
の
労
賃
の
給
付
を
受
け
'
茨
坑
に
若
干
の
労
働
者
を
僕
給
し
'

1
雷

電
の
出
演
生
首
硯
す
る
と
JJ
を
漠
坑
と
契
約
す
る

か
'
或
は
淡
坑
か
ら
出
演

1,
僧
に
つ
き
幾
何
か
の
給
付
itt･Jl受
け
'
白
か
ら
定
放
た
韓
貿
L,''J
晒
入
れ
た
埼
掛
ーJJ者
に
よ
っ
て
こ
れ
た
軍
付

す
る
も
の
で
あ
る
.
こ
の
組
湖
_こ
於
い
て
j･ij

茸
際
作
米
に
縦
ふ
第
働
竜
の
得
る
塔
賃
は
甚
だ
準
-,.
山狩
肌
が
-J
冷
㌻
る
併
発
の
少

か
ら
.ざ
る
部
分
は
..
悦
工
頭
の
手
中
柁
収
め
ら
れ
る
L
f
加
ふ
る
に
.
包
工
蘭
は
あ
ら
ゆ
る
手
段

･
方
港
に
よ
っ
て
萄
働
者
に
金
を

貸
し
.
凍
縛
す
る
と
同
時
に
重
利
を
収
め
る
o
こ
の
種
の
組
織
を
摺
仏
る
も
の
は
､
外
国
人
の
管
理
す
る
大
衆
坑
に
多
い
｡
弟
二
は

分
包
工
で
あ
っ
て
'
方
法
は
第

1
の
大
旬
工
と
賂
々

同
じ
で
あ
る
が
'
同

1
泉
坑
に
数
人
の
旬
工
萌
が
あ
り
'
そ
の
勢
力
が
小
さ
-

搾
取
も
や
Ii
軽
い
鮎
だ
け
が
異
る
.
支
那
資
本
に
よ
る
新
式
衆
坑
に
ぬ

こ
れ
に
ょ
る
も
の
が
多
い
.
第
三
は
'
数
人
の
堺
働
者
が

i

園
憶
を
組
織
し
'

7
党
勢
質
を
以
っ
て

l
定
の
仕
事
を
請
負
ふ
も
の
で
.
工
頭
も
驚
際
の
作
等

k
r行
仏
'
屠
乍
ら
に
し
て
樺
澱
す
る

と
と
な
-
-
上
述
二
理
の
方
法
よ
り
は
優
良
と
さ
れ
'
井
陛
未
坑
が
こ
れ
を
用
払
て
ゐ
る
｡
第
四
は
旬
孫

!)
解
せ
ら
れ
る
も
の
で
'

エ
頭
が
演
坑
主
と
契
約
し

一
定
の
封
債
を
以
っ
て
石
漠
を
節
付
L
t
必
要
な
努
働

.
材
料
を
白
ら
調
達
し
､
作
頚
kLJ
轟
然
肖
由
に
行

ふ
場
合
と
.
鍵
坑
が
材
料
を
供
給
し
.
作
業
を
監
督
す
る
場
合
と
が
あ
る
.
何
れ
に
し
て
も
'
米
式
主
に
手
数
を
要
せ
す
'
採
掘
費

が
低
廉
と
云
ふ
だ
蹄
で
､
採
掘
が
計
書
的
に
行
は
れ
雪

努
賃
も
少
い
｡
土
法
経
営
の
小
湊
境
に
用
払
ら
れ
る
｡

支
部
の
石
炭
頚
業
潔
皆
に
つ
い
て

第
二
番

九
〇
五

第
四
班

7
四

T



支
那
の
否
灰
襲
業
常
磐
に
つ
い
て

第
二
審

九
U
六

第
四
班

7
四
二

採
洪
作
業
に
も
直
接
雇
傭
の
形
式
に
よ
る
の
は
'
中
原
公
司
の
揚
豪
堵
未
坑
外
若
干
で
'
包
工
頭
の
搾
取
は
兎
が
れ
得
る
代
わ
に

弊
務
管
理
は
甚
だ
面
倒
で
あ
る
と
云
は
れ
rO
m.

井
院
茨
坑
は
､
組
合
匂
エ
た
る
特
別
の
包
工
制
度
に
よ
り
'
他
の
大
洗
坑
に
見
る
や
う
な
搾
取
を
防
止
し
た
が
'
労
働
管
理
の
他

の
鮎
及
び
隔
利
施
設
に
於
い
て
も
､
頗
る
進
歩
的
で
あ
っ
た

｡
即
ち
'
｢
(
-
)
貸
金
を
週
欄
仏
と
し
て
貸
倒
者
に
負
債
な
か
ら
し
め

た
と
も

(.二
二

麺

堪
海
に

一
日
の
休
日
'
父
母
寧
十
の
糖
態
に
よ
る
休
叢
に
'
賃
範
を
支
給
し
た
こ
･L
.
へ
叫二
1J
.～
:<
'蝶
精
紡
碑

督
な
る
軸
線
が
あ
っ

て
'

鮎
川慣
診
嫉
入
院
の
佃
宜
社
認
め
.
J<Li儀
者
忙
は
貨
鉄
と
も
支
給
し
だ
EJ
と
(.
'R

)

工
人
食
品
部
が
あ

っ

て
､
勢
働
者
に
償
票
に
よ
っ

て

i
日
二
斤
以
内
の
鰭
頭
を
支
給
L
t

給
料
日
に
.IJ
れ
を
清
算
し
た
AJ
と
､

(

五
)
無
料
の
寄
宿
舎

･

?

浴
室
の
あ
っ
た
こ
と
｣
が
-
そ
の
主
な
も
の
で
あ
も

井
陸
衆
坑
は
t
か
1
る
努
務
管
理
上
の
工
夫
を
主
因
と
し
て
'
労
働
者

一
人
普
-
の
出
宋
高
を
増
し
.
延
い
て
原
債
を
低
め
得
た

と
云
は
れ
る
が
'
か
や
う
な
粗
放
を
探
-
得
た
の
は
､
努
働
者
の
大
部
分
が
世
帯
特
を
る
の
み
な
ら
す
.
附
近
出
身
者
で
あ

っ

た
こ

と
に
基
-
こ
と
が
多
い
と
考

へ
ら
れ
る
｡
従
っ
て
'

1
億
に
つ
い
て
は
'
普
通
の
包
工
制
も
必
す
L
も
悪
い
と
断
定
し
得
ず
､
支
部

銀
山
労
働
者
の
性
質
よ
-
見
て
必
要

且
つ
適
切
と
考

へ
ら
れ
る
こ
と
も
少
-
な
い
の
で
あ
る
.

採
掘
費
以
外
の
費
目
に
於
い
て
'
河
北
伯
立
公
司
の
や
ヶ
に
負
債
利
子
が
極
め
て
垂
節
に
上
っ

た
こ
JJ
は
'
支
部
の
工
場
工
業
の

★

場
合
と
同
様
で
あ
る

か

ら
'
こ
･,

に
繰
返
さ
な
い
｡
攻
い
で
は
'
激
辛

･
放
資
に
よ
り
操
業
を
中
止
し
'
或
は
互
額
の
損
失
を
飴
儀

な
-
さ
れ
る
こ
と
が
珍
し
-
な
か

っ
た
O
今
.
河
南
の
中
原
'
山
東
の
中
興
両
夫
坑
に
つ
い
て
見
る
に
'
そ
れ
-r
l
攻
の
如
-
で
あ

る
｡
｢
中
原
未
坑
は
'
民
麹

H

J-
≡

奉

頃
は
'
皆
業
が
頗
る
順
調
で
'

株
式
配
首
は
五
割
以
上
に
達
し
た
｡

然
る
に
'

1
五
年

31) 第三次紀要,二五九/夫O頁,一七頁｡
32) 第r三次紀要.-七官D
♯) 拙稿,支部近代=業の性格 (東丑耗原論第,第JS,第四1拡 )



に
入
る
ヤ
'
地
方
多
事
で
'
横
行

･
蓮
錆
が
困
難
に
な
･sl
'
同
年
春
省
政
府
が
人
を
況
し
て
衆
坑
及
び
附
暴
機
関
を
接
収
せ
ん
と
し

た
と
き
'
完
全
に
損
柴
を
停
止
し
.
篭

塩
付
さ
れ
た
け
れ
ど
も
二

年
間
に
僅
か
二
ケ
月
操
業
し
得
た
許
-
で
あ
る
O
十
六
年
春
に

も
再
び
我
等
と
土
匪
で
操
業
を
停
止
し
た
｡
同
年
の
末
四
ケ
月
及
び
十
七
年
に
は
停
止
を
免
れ
､
事
柄
の
還
付
を
も
得
'
四
六
貰
像

噸
を
版
費
し
て
六
十
高
風
の
利
益
を
得
た
.
然
る
に
'
十
八
年
五
月
に
は
､
筏
葉
月
が
軍
と
共
に
西
方
に
去
っ
た
た
め
'
頼
業
停
止

と
忽
･=
;

六
月
株
主
聯
合
倉
沢
遣
代
表
の
､
次
い
で
建
設
委
貞
骨
の
#
r理
す
る
所
'
八
月
･に
は
河
南
省
有
と
な
-
'
九
月
に
は
操
業

那

を
再
開
し
た
が
'
出
未
の
殆
ん
ど
総
べ
て
は
軍
用
と
な
り
'
正
式
の
再
開
JJ
は
云
へ
な
い
oL
｢
中
興
公
司
は
.
民
国

二
二
年
以
後
'

職
率
に
よ
-
少
か
ら
ざ
る
打
撃
を
受
け
た
が
'
努
力
営
業
を
幡
醸
し
た
G
然
る
に
､
十
1ハ
年
七
月
.
戦
慣
と
な
っ
て
'
作
業
は
不
能

び
占
領
し
た
際
に
は
､
職
稚
変
点
食
が
中
興
港
理
苧
月
を
派
し
'
接
収
準
備
と
持
株
調
査
を
行
っ
た
が
'
そ
の
際
t

ll
且
は
､
委
月

と
炭
坑
昔
局
と
協
議
し
'

公
司
は
軍
費
有
高
元
を
提
供
し
'

接
収
は
道
産
の
み
に
限
り
'

商
股
は
億
邦
存
綬
す
る
と
IU
を
諮
ら
れ

た
.
然
る
に
'
六
月
三
十
日
に
至
り
､
国
民
軍
総
司
令
部
は
'
百
草

LJr,
の
軍
費
捉
供
を
未
だ
菅
行
し
な
い
の
に
憤
慨
し
.
米
坑
全
部

を
逆
産
と
し
て
充
公
を
宜
11i]n
L
t
署
員
は
漠
坑
を
管
理
し
'
貯
衆
七
常
噸
徐
を
斉
却
し
た
.
所
が
'
JJ
の
貯
減
は
銀
行
朗
の
=債
務
に

封
す
る
抵
昔
で
あ
っ
た
か
ら
'
紛
争
は
真
に
瑞
大
L
t
十
七
年
九
月
'
泉
坑
は
育
苗
元
提
供
を
賛
行
す
る
代
-
'
両
群
た
る
こ
と
の

確
認
を
得
'
翠
に
逆
産
の
み
充
公
さ
れ
る
こ
と
に
協
定
成
立
し
た
.
但
し
未
坑
は
'
こ
の
紛
擾
に
よ
-
'
営
業
妨
害
の
外
､
軍
費
PI[

糾

草

花
'
資
郵
貯
庚
慣
瀕
九
十
草

花
の
損
害
を
甘
受
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

O
｣

現
在
で
は
'
右
に
述
べ
た
や
う
な
妨
害
や
鼻
緒
は
免
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
'
主
と
し
て
賓
働
力
に
ょ
つ
て
椋
行
さ
れ

支
那
の
石
炭
工
巣
経
営
に
つ
い
て

軍

呑

九
(し
七

第
四
統

1
g
;
1
二

33) 弟三茶紀要,七五頁0
341) 第三次紀要,九八頁｡



支
部
の
石
炭
工
米
粒
馨
に
つ
い

て

第
二
懸

九
〇
八

第
四
蛇

一
四
四

て
■ゐ
る
こ
と
は
硯
在
も
登
ら
ず
'
従
っ
て
機
械
化
す
べ
き
や
香
や
'
ヰ
是

'
宇

/Jし
て
努

働
力
に
よ
る
と
し
て
如
何
な

る
経
緯
が
通

常
な
り
や
が
関
節pmET
U
怒
る
S

･T.(
.址7

以
上
'
潔
や
:-=
L中
軸
妹
咋張
碓
輿
の
放
伯
山1-J
:L?東

胡
判
と
し
て

.

鼓
耕
石
漠
鋳
箕
に
放
け
崇
顎
拡

こ
舵
緋

芸
紺
野
e
l地
域
的
櫛
離
.

石
浜
鵜

山
米
の
,撃
hh:J普
怖

･
艇
=,LLt状
態
を
観
察
し

た
｡
而
し
て
賛
源

･
生
産

･
需
要
の
地
域
的
背
離
に
よ
-
進
逢
事
情
は
極
め
て
大
朝

で
あ
る
が
､
そ
の
l
部
は
如
何
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
地
理
的
距
離
に
よ
り
､

一
部
は
黄
坑

･
鋳
造
の
特
殊
性
に
よ
る
こ
と
を
述
べ
'

経
営
状
態
に
つ
い
て
は
'
自
然
的

･
杜
骨
的
保
作
と
労
働
組
織
の
憲
章
大
な
る
こ
と
を
指
摘
し
､
努
働
組
織
の
賓
例
を
塞
げ
た
｡
こ

れ
ら
事
菅
の
内
'
衆
坑

･
鉄
道
の
勢
力
の
差
は
'
硯
在
欧
に
滑
醸
し
て
ゐ
る
か
'
滑
械
せ
し
め
る
こ
と
が
出
奔
'
政
産

･
戦
翠
に
･Li

る
1#
影
響
も
､
既
に
除
去
さ
れ
た
.
従

っ
て
'
瑚
域
的
距
離
或
は
道
迭
保
件
'
粧
皆
方
針
と
労
務
組
粒
と
の
決
定
が
主
た
る
問
題
と

な
,sl
t
そ
の
決
定
に
昔
-
'
資
材

･
努
力
の
不
足
な
る
新
傭
件
の
考
慮
を
要
す
る
詩
で
あ
る
.

距
離
或
は
逓
途
保
件
の
問
題
の
解
決
些

二
方
向
に
求
め
ら
れ
る
C
即
ち
'
(
t
〓
文
通
硲

･
交
通
機
関
の
改
善
陸
産
'
(
二
)
露
地

に
於
け
る
利
桶

｢
(

≡
)
遥
遠
傭
件
の
有
利
な
稚
新
に
於
け
る
株
据
集
中
が
そ
れ
で
あ
る
o
FJ
の
円
'
(
一
)
に
展
す
る
石
太
線
の
斎

軌
改
築
､
石
徳
線
の
敷
設
な
ど
が
既
に
萱
現
し
'
大
同

-
北
京
問
の
新
城
道
'
津
石
運
河
た
ど
が
計
量
さ
れ
て
ゐ
る
が
'
根
本
的
な

壁
更
は
現
在
困
難
で
あ
-
'

(
二
)
に
は
大
同
工
業
地
域
建
設
が
進
行
中
で
あ
る
け
れ
ど
も
'

山
西
よ
り
駅
西
竺
且
る
大
衆
田
の
位

置

こ
止
雄
健
件
'
並
に
'
米
質
よ
-
見
て
'
大
規
模
な
る
を
期
待
し
難
い
｡
従
っ
て
､
有
利
な
地
鮎
に
於
け
る
採
掘
集
中
こ
そ
が
最



も
容
易
且
つ
通
常
と
云
ふ
こ
と
に
な
ら
う
｡

経
営
方
針
に
つ
い
て
は
'
先
づ
'
支
那
の
衆
坑
を

一
部
露
天
掘
に
よ
る
撫
順
と
直
ち
に
封
此
す
る
こ
と
は
貸
宮
を
挟
-
が
'
仝
髄

と
し
て
後
者
に
近
い
程
度
.U.
作
柴
を
機
械
化
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
-
'
殊
に
努
力
不
足
を
肯
ぐ

る

硯
連
必
要
と
考

へ
ら
れ
る
｡
夷

に
､
労
務
紺
織
は
､
我
々
の
合
理
的
と
見
る
こ
と
が
､
必
ず
し
も
支
那
の
茸
情
に
は
適
し
な
い
の
で
あ
っ
て
'
現
状
に
於
い
て
は
大

鰐
従
衆
の
も
の
を
清
用
し
'
何
よ
り
も
売
づ
努
働
者
を
し
て
意
を
安
ん
ぜ
し
め
る
を
畢
す
る
.
開
擦
漠
坑
の
如
き
､
賃
銭
水
準
は
必

ず
し
も
高
-
は
な
か
つ
た
が
'
突
然
解
雇
さ
る
1

恐
な
し
と
云
ふ
の
で
'
多
数
努
働
考
が
熱
心
に
働
い
た
の
で
あ
る
0

催
僻

,
稚
鎗
備
件
は
殆
ん
だ
戒
は
腐
博
忙
し
か
軒
化
し
な
,Erか
ら
-.
開
複
は
規
雀
祈
基
礎
･･iJ
す
.,～.-

竹
竿
に
展
に
整
誤
的
た
ら
し
め

る
た
め
.
諸
腔
牌
便
件
の
観
察

･
秤
藩
が
単
な
る
資
源
的
考
慮
よ
-
寧
ろ
必
要
な
の
で
あ
る
ま
い
か
｡

支
部
の
石
炭
工
業
揮
智
に
つ
い
て

第
二
審

九
〇
九

第
四
抗

一
四
五


